






Analysis of the funcional domains of the heavy



















ノ酸配列は Gln-Val-Val-Ala-Gly(QVVAG) で表わされ、 もう一つはこの配
列より 44残基アミノ末端側に存在する Glycine (Gly) を含む 2~3 残基
のアミノ酸であると考えられている。また重鎖のアミノ末端側のドメイン 1
には EF-hand様構造が有り、 Ca2 +や Mg2+ を結合する機能も有している。
本研究ではヒト低分子キニンノーゲンの cDNAを用い、これに site
directed mutagenesisの技法を使って、キニノーゲン重鎖上の各ドメイン、
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① タンパク質 (Protein)， ② プロセッシング (Processing)
③ タンパク質の構造 ④ 分子量の測定
⑤ リソソーム (Lysosome) ⑥ 筋ジストロフィー症
(Myotonic dystorophy) 
⑦ 2 0 S @ タンパク質分解酵素
(プロテアーゼ; Protease) 
@ 細胞間マトリックス ⑩ 細胞接着因子
⑪ 癌遺伝子 ⑫ 糖鎖抗原
"タンパク質は変化するー癌・老化・糖尿病に挑戦する生命科学一"
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伝子をプロモーターと同方向にトランスファーベクター (pVL 13 92/ 1393) 
の Eco R 1制限酵素切断部位に挿入する。②作製されたトランスファーベク
ターをウイルス DNAとともに夜蛾の幼虫由来株化細胞 (Spodotera


















平成 6年度はマルチクローニング部位の上流に強力なプロモーター(t r c)、
を持つ pTrc99A Expression Vectorの Nco1制限酵素切断部位に遺伝子を
挿入し、直接発現させることを試みた。現在、発現の誘導条件を変えて、大
量発現の条件を求めているところである。
